







































水準 6 段階説(2)がある。その弟子である C.ギリガンは L.コールバーグの 3 水準 6 段階説の考
えは、男性中心の発達段階説であり、女性特有の立場からその説に疑問を投げかけた(3)。 

































１ L.コールバーグと C.ギリガンにおける人間関係（関係性）の捉え方について 
L.コールバーグの 3 水準 6 段階理論に対する C.ギリガンのケアの倫理における人間関係（関
係性）の位置付け 
L.コールバーグは、道徳性の発達段階をピアジェの認知発達の考えを踏まえながら、前慣習
的水準、慣習的水準、後慣習的水準の 3 つの水準に分類した後、各水準ごとにそれぞれ 2 つの
段階を設定している。 
L.コールバーグの道徳性の発達段階(6) 
前慣習的水準 …段階 1 服従と罰への志向。段階 2 素朴な自己中心的志向。 
慣習的水準  …段階 3 よい子志向（他者から是認されることや他者を喜ばせたり助けたり
する人間関係重視の志向）。段階 4 権威と社会秩序の維持への志向。 










段階 1 自分の生存のために自分自身に配慮する。 








妊娠中絶決定を迫られている 29 名の女性の被験者（15 歳から 33 歳まで）を対象に面接調査
を行った。その翌年の終わりに 23 名の女性を対象に追跡調査し、そのうち 21 名から参加の同












































において、段階 1 の自己へのケアという自己中心性から脱却するために、段階 2 では、他者へ


































































A 大学学生アンケート総数 261 名（男性…174 名、女性…87 名） 
内訳 
要因 1…122 名（男性…76 名、女性…46 名） 
要因 2… 49 名（男性…36 名、女性…13 名） 

















































































































































































































































得をどう進めるか』（日本特別活動学会研究開発委員会 2012 年 3 月）における特別活動の実践
課題等に関する調査アンケート(14)では、 
8自分から物事を進んで取り組もうとする。9目標を立て達成に努力する行動力がみられる。
10 物事をやり遂げる行動力がみられる。11 創造的に考えたり実行したりする行為。12 いつ
も積極的に自分の意見をいう。16 自分から進んで勉強する。 









人間形成に関する循環サイクル図における要因 1・要因 2・要因 3 の円内は、大学生アンケ
ートの要因 1・要因 2・要因 3 と連動させて表現している。要因 1 の円内は、心の基盤形成「思
いやり体験」を、要因 2 の円内は、自己理解形成を、要因 3 の円内は、他者理解形成を表現し
ている。(15)。要因 1 の円と要因 2 の円の重なり合う部分は「意欲」を、要因 2 と要因 3 の重
なり合う部分は「葛藤」を、要因 3 と要因 1 の重なり合う部分は「態度」を表現している。 
C.ギリガンの「ケアの倫理」の発達段階との関係でいうと、段階 1（自己中心性）は自己理
解としての要因 2 の円内に該当する。段階 2（自己の欲求と他者への責任志向への葛藤）は要
因 2 と要因 3 の重なり合う部分の「葛藤」に該当し、段階 3（配慮と責任）は他者理解として










































































    人々との対話（感化）、意欲、問題意識  
要因２---自己との対話、価値観形成、葛藤、問題意識の 
   違いの整理・分類  
要因３---他者との対話、新しい価値観形成（問題解決方法 
     の集団討論、支える体験）態度化、社会性・知性 
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  H.ワロン『科学としての心理学』滝沢武久 訳、誠信書房、第二部 児童心理学の基本問





   情緒は、本質的に、郡居した個人同士をむすびつける手段である。群集行動のための反
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「付記」 
本論文は、2012 年 8 月 25・26 日に愛媛大学を会場として開催された、日本特別活動学会第
21 回大会 自由研究発表の原稿を加筆、修正したものである。 
